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1 モデルカリキュラムと教科書
• 2016年(平成28年)11月29日に公表
→ 2017年以降に発行された“教科書”を分析

• もちろん、モデルカリキュラム非対応の教科書
があってもよい
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2 『情報サービス論』/『演習』
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ミネル 論 山口, 千, 望月 2018

ヴァ 演習 中山 2017.1

樹村房 論 山崎, 原田 2019 2012

演習 原田 2021 2016

JLA 論 小田 2012

演習 大谷, 斎藤 2020 2015

学文社小 論 演習 中西, 松本, 伊藤 2019 2012

学文社大 論 竹之内 2013

演習 (発行なし)

恒星社 論 (発行なし)

演習 殿崎正明 2017.4

教育史料 論 阪田 2015

出版会 演習 (発行なし)
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• モデルカリキュラムに適合させるには、以下の
1)5)6)を含む必要がある
1) 学校図書館における情報サービスの意義
5) 児童生徒及び教職員からの相談・質問への対応
6) 情報サービスの提供による探究的な学習の支援
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2.1 ミネルヴァ『演習』
中山愛理ほか. (2017).

•「小・中学生および高校生が主な利用者」(p.22)
• 回答を提示すれば課題の意味が失われることも
あり、情報源や探索方法の提示に重点が置かれ
ることもある(p.6)

•「専門的な知識をわかりやすくしたような情報
資源が求められるため、百科事典や専門辞典を
中心にしたコレクションにする。」(p.22)
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2.2 ミネルヴァ『論』
山口真也, 千錫烈, 望月道浩. (2018).

•「情報サービスの提供に関わり、学校図書館に
おいて指導あるいは支援を行う専門職は、司書
教諭、並びに、学校司書である」(p.37 望月)
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2.2.1 1)5)6への対応
•「1) 学校図書館における情報サービスの意
義」は
「学校図書館における情報サービス」(p.34-38

望月)があり「意義(p.34)」も書かれている
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•「5) 児童生徒及び教職員からの相談・質問への
対応」は
–「質問内容が宿題や課題に関することである
場合には、図書館は情報そのものを提供する
のではなく、調べるための様々なツールを紹
介したり、情報の探し方を指導したりするこ
とによってサービスが完結する」(p.59 山川)
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– 子ども達へのレファレンスインタビュー
(p.92-94)

– 学校図書館での小6・中2・高2からの「質問
事例」(p.168, p.220, p.177)

があるが、
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「教職員からの相談・質問への対応」は、
–「教職員向けの利用案内パンフレットを配り、
レファレンスサービスの一環として、授業づ
くり(教材研究)や生活指導に必要な資料の
調査や予約(取り寄せ・購入希望)ができるこ
とをアピールする方法もある。」
(p.105-106 千)

にどどまる。
→ 「探究学習の授業をしたいのですが、どう
すればいいですか」などの質問事例やコラムは
ない
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•「6) 情報サービスの提供による探究的な学習の
支援」は
–「学校図書館における情報サービスの展開例」
「学校図書館における情報サービスの特徴」
で「総合的な学習の時間」など(p.35-38

望月)

– ウェビング(p.101 千)

と「情報サービスの提供による探究的な学習」
があった上で
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–「情報サービスの提供による探究的な学習の
支援」(p.224-229 望月)

「探究学習を支援するために、どのような情
報サービスの提供を考えておくべきだろう
か」で、桑田てるみさんの「6プロセス9ア
クション」の表を紹介
がある
→ 1)5)6)ほぼ尽くされているが、完璧ではない
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2.3 樹村房『論』
山崎久道, 原田智子, 小山憲司, 杉江典子, 村上篤
太郎. (2019).

•「児童や生徒らは、後の人生の中で自らの問題
を解決したり、複数の選択肢の中から何かを選
んだりすることが必ず必要になる」「必要な情
報が入手できるかにかかっている」(p.41)

← 1) ○
• (あとは、利用教育の章で学校図書館について
触れられている(p.192-194))
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2.4 樹村房『演習』
原田智子, 江草由佳, 小山憲司. (2021).

• (二次書誌の例で『学校図書館基本図書目録』)

→ モデルカリキュラムに対応させようとしてい
ない
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2.5 JLA『演習』
大谷康晴, 斎藤泰則. (2020).

• 利用者が専門的な知識よりも、わかりやすく解
説した資料を求める場合は、「百科事典や専門
事典を重視したコレクションの形成が求めら
れ」「学校図書館においては、こうしたコレク
ション形成方針が妥当である」← 1) ○?

大学図書館が重視されている
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2.6 学文社小 『論及び演習』
中西裕, 松本直樹, 伊藤民雄. (2019).

•「読書案内は、学校図書館などで読書指導とし
て読書能力を身につけさせる場面に見られる読
書相談から、(資料の提供まで幅広い)」(p.15)

•「学校図書館であれば、まず百科事典を思い浮
かべるところであるが、調べ学習・情報教育へ
の対応、」(p.98)

この部分は2012年版と同じ
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2.7 恒星社『演習』
殿崎正明. (2017).

• 未購入
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3 司書教諭の科目の教科書
学校経営と
学校図書館

読書と豊かな
人間性

学習指導と
学校図書館

SLA 2019 2020 2020

放送大 2017.6 2020 2015 2022 2016

樹村房 2022 2015 (未発行) 2016

青弓社 2015 2015 2020

学文社 2008 2007 2013

• 学校司書については全て触れられている
→ 司書教諭と学校司書の仕事の分担に注目
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3.1 SLA 学校経営と学校図書館
平久江祐司, 有山由美子, 安藤友張, 金沢みどり,

渡邊重夫ほか. (2019).

•「教育指導への支援に関する職務は、学校図書
館の専門職として学校司書が今後積極的に支援
していくことが期待される」
「従来は事務職である学校司書の職務の範囲外
でもっぱら教育職が行う職務であると考えられ
てきた」(p.109 平久江)
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•「学校司書は、単に教員からの求めに応じた資
料や情報の提供にとどまらず、授業に参加し教
員とともにチーム・ティーチングの一員として
生徒の指導にあたることが考えられる」(p.204

金沢)

•「学校司書の存在は必要不可欠である」(p.205

金沢)
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3.2 放送大 学校経営と学校図書館
野口武悟, 前田稔. (2017).

•「かつて(略)、司書教諭と法的根拠を欠く学校
司書とのどちらが学校図書館を担うのかという
議論が行われた」(p.95 前田)

•「学校図書館に司書教諭と学校司書がいなくて
はその機能を発揮し得ない」(p.228 野口)
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3.3 樹村房 学校経営と学校図書館
中村百合子, 河野哲也. (2022).

•「二度にわたり、学校図書館法改正が実現した」
(p.94 中村)

•「司書教諭の発令は、1997(平成19)年の学校図
書館法改正によって改善されて現状がある」
(p.161 中村)

•「学校司書は法律にその名を刻まれることと
なった」(p.162 中村)
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• ボランティアがいる学校図書館は、小78.7%・
中27.9%・高2.5% で、高校の割合が極端に低
いことは「司書教諭やいわゆる学校司書の発
令・配置が多いことと関連しているかもしれな
い」し、保護者が高校教育を手伝うことに関心
が低いからかもしれない(p.116 中村)

• 高校で教職員向けサービスの実施率が高いの
は、「常勤の学校司書の配置率の高さを反映し
ている可能性が考えられる」(p.118 中村)
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•「職務の分担と連携という課題が生まれている」
(p.108 中村)

•「日本で、学校図書館について二つの職種が制
度化され、しかもその双方が専門的職務を担う
ものであるかのような言説がみられ、役割分担
が試みられている現状は、英語のschool

librarianshipの解体の試みとみることもできる。
明確な職務の分担の指針を示すことが困難であ
るのも、当然であろう。この世界に例のない試
みが日本の学校図書館の発展を左右することに
なる」(p.169 中村)
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3.4 SLA 読書と豊かな人間性
小川三和子, 磯辺延之, 高見京子, 野口武悟, 堀川
照代ほか. (2020).

•「授業を持たない学校司書が司書教諭の行うべ
き業務を代行しているのではないかという懸念
もある」(p.66 磯辺)

•「(入学式の次の日から)担任や1年生の世話を
する6年生や図書委員、学校司書や司書教諭の
読み聞かせも企画したい」(p.124 小川)
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3.5 放送大 読書と豊かな人間性
米谷茂則, 岩崎れい. (2020).

•「学校司書も(略)配置が進んでいる。司書教諭
を中心にして読書推進策を話し合い、読書の時
間を確保していきたい」(p.53 米谷)

•「司書教諭が教育職であるのに対し、学校司書
は教育職ではないという点である。そのこと
は、学校司書が図書館の専門家ではあっても、
教員である司書教諭の代わりを務めるものでは
ないことを示している」(p.193 岩崎)
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3.6 SLA 学習指導と学校図書館
鎌田和宏, 坂本喜代子, 中山美由紀. (2020).

•「学校図書館の資料と学校のカリキュラムに精
通した司書教諭や学校司書と、授業を行う質問
者との間にコミュニケーションや信頼関係が成
立していれば、事前相談や授業参加のケースは
増えていく」(p.108 中山)
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•「(電子書籍やデータベースの)探し方や使い方
の指導を、司書教諭・学校司書などの学校図書
館担当者がコンピュータなどの情報教育の担当
者と連携して行う」(p.156 鎌田)

• 支援学校における司書教諭と学校司書のTTの
例(p.170-175 鎌田)
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3.7 放送大 学習指導と学校図書館
塩谷京子, 鎌田和宏, 福本徹, 今井福司, 庭井史絵.

(2022).

•
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3.8 青弓社 学習指導と学校図書館
大平睦美ほか. (2020).

•「司書教諭や学校司書には、学校図書館の担当
職員として特別支援教育や合理的配慮について
の基礎的な知識の習得が必須であり、校内外の
研修に積極的に参加する姿勢が欠かせません」
(p.80 野口武悟)

•「ブックトークや読み聞かせについては、本の
スペシャリストである学校司書にお願いをしま
す」(p.112 正岡喜美(島根県小教諭))
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